
ち
な
学
界
に
、
新
羅
囲
な
る
視
角
を
与
え
ら
れ
た
と
い

詳
ん
よ
、
り
。

　
川
口
繍
け
「
三
層
－
戦
争
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
健
…
丘
ハ

の
問
題
」
。
　
鯖
田
氏
の
テ
ー
マ
と
類
似
し
た
性
格
の

も
の
で
、
傭
兵
野
武
士
団
の
歴
・
堤
的
役
割
を
級
つ
た

も
の
。
野
武
士
団
は
、
封
建
的
軍
事
畑
制
度
の
補
強
と
し

て
登
場
し
つ
つ
も
（
ワ
Q
。
①
ご
、
こ
の
買
収
と
内
部
分
裂
．

を
利
爾
…
し
た
国
王
に
よ
っ
て
否
定
せ
し
め
ら
れ
（
ワ

亀
9
「
勅
令
騎
士
団
」
（
O
。
H
考
お
三
ぐ
・
い
角
。
乙
。
弓
p
琴
。
）

に
そ
の
席
を
譲
る
。
傭
兵
野
武
士
団
の
も
つ
経
過
的

な
運
命
を
、
手
際
よ
く
纏
め
て
い
ら
れ
る
。

　
瀬
原
義
生
「
ス
ウ
ィ
ス
傭
…
丘
ハ
の
成
立
」
。
　
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
近
代
国
家
の
形
成
期
ー
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
戦
争
、

イ
タ
リ
ア
戦
争
、
フ
ラ
ン
ス
絶
対
主
義
i
を
、
詳
…
細
…

に
分
析
し
つ
つ
、
傭
兵
雇
主
側
の
国
際
情
勢
を
論
究
、

こ
れ
と
対
外
的
に
雇
、
わ
れ
る
ス
ウ
ィ
ス
傭
兵
の
密
ハ

管
を
摘
出
。
傭
兵
に
お
け
る
農
民
兵
の
電
き
比
電
を

舌
毒
為
し
（
や
雲
こ
つ
）
、
こ
れ
が
ス
ゥ
ィ
ス
偲
封
建
的
危
機

の
表
白
に
他
な
ら
な
い
点
を
三
二
す
る
。

蛤
薪
響
・
一
・
二
三
雪
・
イ
・
入
傭

兵
」
。
　
先
づ
今
津
氏
は
、
ド
イ
ツ
人
傭
兵
使
用
が
、

独
立
論
を
刺
戟
し
た
米
国
側
の
事
情
と
、
他
方
、
劣

弱
ド
イ
ツ
兵
雇
傭
を
断
行
し
た
英
本
国
内
部
の
政
情

を
分
祈
す
る
。
こ
れ
に
続
き
出
本
氏
は
、
革
命
戦
争

に
お
け
る
軍
事
輿
の
概
酪
を
述
べ
る
。
か
く
し
て
英

国
が
窮
余
の
策
と
し
て
課
購
…
し
た
ド
イ
ツ
人
傭
兵
は

コ
方
で
戦
闘
力
供
給
の
側
面
か
ら
、
他
方
…
…
反

英
国
・
感
情
の
醸
成
と
い
う
側
面
か
ら
、
　
『
箪
命
』
の

収
拾
を
か
え
っ
て
『
独
立
』
達
成
の
方
向
に
と
き
は

な
っ
て
ゆ
く
｝
つ
の
契
機
を
提
供
し
て
い
っ
た
L

（
マ
罵
9
と
。
論
旨
明
瞭
で
あ
る
が
、
敢
え
て
蜀
望
の

念
を
抱
く
な
ら
ば
、
傭
兵
問
題
を
中
心
に
据
え
、
遠

交
を
立
体
的
に
構
成
し
て
欲
し
か
っ
た
。

　
以
上
十
一
論
文
に
亙
っ
て
、
未
熟
を
も
省
み
ず
蕪

雑
な
紹
介
の
筆
を
と
っ
て
み
た
。
勿
論
そ
の
批
判
は

他
日
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
元
来
批
判

は
、
原
害
、
原
史
料
に
署
す
る
充
分
な
知
識
と
、
且

つ
そ
れ
を
貫
く
史
観
を
持
し
て
、
始
め
て
可
能
で
あ

ろ
う
か
ら
、
寧
ろ
私
は
、
泰
西
の
研
究
に
お
い
て
も

稀
な
こ
の
分
野
の
分
析
を
、
一
碧
に
纏
め
上
げ
ら
れ

た
共
生
の
成
果
に
、
満
腔
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
と

り
わ
け
政
治
…
過
程
と
社
会
経
済
過
程
と
の
綜
ム
瓜
と
い

う
形
で
、
傭
兵
研
究
に
新
た
な
る
道
標
を
示
さ
れ
た

こ
と
は
、
大
い
な
る
成
果
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

兎
も
角
本
書
は
、
独
り
西
洋
史
学
徒
の
み
で
な
く
、

広
く
歴
史
科
掌
を
学
ぶ
考
の
良
き
伴
侶
で
あ
る
。
と

り
わ
け
現
下
日
本
の
直
面
す
る
再
軍
備
論
を
前
に
し

て
、
傭
兵
制
度
の
辿
っ
た
悲
劇
的
連
命
は
、
充
分
省

察
を
要
す
る
で
虫
5
2
ろ
う
。
本
書
の
一
読
を
御
心
め
す

る
次
第
で
あ
る
。
　
（
昭
和
三
ナ
年
三
月
三
ナ
一
蕪
発

行
比
叡
書
房
刊
、
薫
二
八
頁
、
髭
議
題
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
4
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義
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麸
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［

　
・
本
書
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
極
由
果
。
ロ
シ
ア
研
究

所
で
行
わ
れ
て
い
る
申
国
近
代
筆
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
、
ク

ト
の
一
業
績
で
あ
る
。
署
者
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
が
、
紙
工
に
よ
れ
ば
、
数
名
の

ス
タ
ッ
フ
の
畿
台
同
研
究
の
成
単
小
が
盛
り
こ
ま
▼
肌
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
プ
胃
ジ
マ
ー
ク
ト
の
鼠
酌
は
、

伝
統
的
中
國
社
会
の
分
析
、
お
よ
び
近
代
に
お
い
て

西
欧
と
ソ
ヴ
ェ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
三
遍
が
も
た

ら
し
た
中
国
社
会
の
変
化
の
究
瞬
に
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
本
書
は
十
九
世
紀
に
重
点
が
お
か
れ
、
西
欧
勢

力
の
圧
迫
の
下
に
、
中
国
社
会
が
ど
の
よ
う
な
変
化

8，0 （168）



評

を
受
け
た
か
と
い
う
問
題
設
定
の
上
に
、
中
国
社
会

の
一
社
会
履
で
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
を
と
り
あ
げ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
題
名
に
あ
る
Ω
μ
ぼ
①
器
O
窪
ξ
と
は
、
紳

袴
の
訳
語
で
あ
る
。
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ン

ト
リ
ー
は
世
襲
で
あ
る
が
、
中
国
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー

は
そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
訳
語
は
必
ず
し
も
適
当
で

は
な
い
が
、
た
だ
欧
米
人
読
者
に
た
い
す
る
便
宜
上
、

こ
の
言
輩
｛
を
用
い
た
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
究
主

任
フ
ラ
ン
ツ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
は
、
彼
が
書
い
た
序

説
の
中
で
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
の
序

説
は
、
九
頁
の
短
丈
で
あ
る
が
要
を
え
て
お
り
、

中
・
国
の
社
会
層
を
身
分
上
か
ら
ジ
孤
ン
ト
リ
ー
と

O
o
舅
茸
。
雌
臼
（
平
民
）
と
賎
民
の
三
層
に
分
類
し
て

ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
支
配
階
級
と
し
て
の
地
位
を
説
明

し
、
ま
た
申
国
祉
会
の
西
洋
入
に
よ
る
研
究
史
を
も

簡
単
に
の
べ
て
本
書
の
立
場
を
明
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
二

　
本
書
は
四
部
に
分
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
十
九

世
紀
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
構
成
と
聯
絡
の
研

究
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
著
者
は
、
ジ
ェ
ン

ト
リ
1
を
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
を
説
明
し
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ト

リ
τ
が
中
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
∵
丈
化
の
各
分

野
に
お
い
て
も
っ
て
い
る
様
々
の
特
潅
、
そ
の
特
権

か
ら
受
け
と
る
利
益
、
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の

行
動
が
果
す
様
々
の
機
能
を
明
か
に
し
て
い
る
。
第

一
部
は
、
い
わ
ば
第
二
部
以
下
の
本
論
に
た
い
す
る

導
入
部
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
ジ
ェ
y
ト
リ
ー
の
タ

イ
プ
と
し
て
は
、
ま
ず
レ
ギ
ェ
ラ
ー
な
ジ
ェ
ン
ト
リ

ー
と
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
τ
な
そ
れ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は

ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
資
格
を
得
る
に
至
る
コ
ー
ス
の
相

異
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ジ
ェ
ン
ト

リ
ー
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
正
式
の
試
験
の
合
格

者
で
あ
っ
て
、
資
格
に
は
生
員
・
馬
入
・
進
士
な
ど

の
段
階
が
あ
る
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
コ
1
ス
は
、
試

験
を
受
け
ず
に
、
，
資
格
の
購
入
す
な
わ
ち
絹
納
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
監
生
で
あ

る
。
二
つ
の
コ
ー
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
全
く
分
離
し
た

も
の
で
は
な
く
、
途
中
で
様
々
に
交
錯
し
て
お
り
、

途
中
で
乗
り
か
え
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
の
ジ
ェ
ン

ト
リ
ー
の
タ
イ
プ
は
、
上
灘
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
と
、
下

層
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
資
格

の
上
下
に
よ
っ
て
分
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と

え
ば
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
下
層
は
生
員

で
あ
り
、
上
層
は
挙
人
・
進
士
・
稼
働
な
ど
で
あ

る
。
下
層
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
に
な
る
に
は
、
童
試
す
な

わ
ち
地
方
に
お
け
る
三
回
［
の
試
験
（
州
県
試
、
府
お

よ
び
直
隷
銀
甲
、
省
単
位
の
院
試
）
に
合
格
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
上
層
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
に
な
る
に
は
、
さ
ら

に
郷
試
、
会
試
、
殿
試
に
合
格
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
試
験
コ
ー
ス
に
は
多
く
の
例
外
が
．

あ
り
、
そ
こ
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
コ
ー
ス
が
派
生
す

る
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
は
儀
礼
的
、
司
法
的
、

経
済
的
な
様
々
の
特
権
を
も
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

特
権
は
法
律
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の
の
外
に
、
ジ
ェ

ン
ト
リ
ー
が
そ
の
勢
力
を
利
用
し
て
、
非
合
法
的
に

享
受
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
こ
れ
ら
非
合
法
的

な
特
権
は
、
十
九
世
紀
に
清
朝
中
央
政
府
の
権
力
が

弱
体
化
す
る
に
お
よ
ん
で
、
と
く
に
顕
著
に
な
っ

た
。
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
社
会
的
縫
能
も
、
こ
の
特
権

と
歯
黒
不
可
分
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
ジ
孤
ソ
ト

リ
ー
は
、
官
憲
に
た
い
し
て
は
、
い
わ
ば
地
域
の
利

益
代
表
で
あ
り
、
官
憲
と
平
民
の
仲
介
者
で
あ
る
。

そ
の
点
で
、
と
き
に
は
官
憲
と
利
害
の
対
立
す
る
場

会
が
あ
る
が
、
ま
た
そ
の
反
面
で
は
富
鉱
の
地
方
行

政
の
重
要
な
協
力
者
で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
租
税
徴

収
に
あ
た
っ
て
は
、
ジ
皿
ン
ト
リ
ー
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
．
惹
ン
。
ン
ト
リ
ー
の
親
趨
、
滞
出

納
、
脱
税
な
ど
の
弊
害
も
群
生
す
る
の
で
あ
る
。
こ
　
（

の
外
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
は
地
方
の
社
会
福
祉
の
面
で
　
8
1



一
救
一
貧
、
救
災
、
道
路
修
築
、
水
剰
一
緯
書
な
ど
、
ま
た

丈
化
面
で
儒
教
道
徳
の
普
及
維
持
、
寺
廟
の
管
理
、

学
校
の
経
営
、
地
方
志
の
編
響
蜀
な
ど
官
憲
の
手
の
と

ど
か
ぬ
分
野
で
積
極
的
な
役
割
を
果
し
、
い
わ
ば
社

会
の
Q
α
舞
蕊
碧
。
の
維
持
に
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
の
中
葉
、
す
な
わ
ち
太
平
天
国
の
前
後
か

ら
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
に
は
さ
ら
に
重
要
な
機
能
が
加

わ
っ
た
。
そ
れ
は
社
会
保
安
の
指
導
で
あ
っ
て
、
清

朝
軍
隊
の
弱
化
に
と
も
な
い
、
地
方
の
軍
隊
組
織
の

担
い
手
と
し
て
の
役
割
が
、
官
憲
か
ら
ジ
ェ
ン
ト
リ

ー
の
肩
に
移
っ
た
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
後
半
の
ジ
ェ

ン
ト
リ
ー
の
質
的
、
量
的
変
動
と
密
接
な
関
係
を
も

つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
…
…
部
は
十
九
世
紀
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
蚤
的
分
析

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
著
者
の
最
も
力
を
そ
そ
い
だ
研

究
で
あ
り
、
い
わ
ば
本
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
著
者
は
欽
定
学
政
全
書
、
大
匙
会
典
箏
例
そ
の

他
の
資
料
か
ら
必
要
な
数
．
字
を
推
計
し
、
そ
の
推

計
に
も
と
づ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
一
平
年
§

奪
。
「
p
鳴
饗
髪
に
お
け
る
総
数
、
そ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
別
、
上
層
下
層
別
、
各
省
別
、
年
代

別
な
ど
の
構
成
比
率
、
変
動
率
を
推
計
す
る
と
い
う

方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、

生
員
の
一
平
年
に
お
け
る
総
数
を
推
計
す
る
方
法
を

の
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
一
平
年
玉
り
の

試
験
頻
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
生
員
に
な
る
最
終

試
験
で
あ
る
院
試
を
と
る
と
、
院
試
は
原
則
と
し
て

三
年
に
二
度
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
頻
度
は
％
で
あ

る
。
し
か
し
事
実
上
は
、
太
平
天
国
前
後
に
三
年
に

一
度
で
あ
っ
た
地
方
も
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
武

生
員
（
す
な
わ
ち
武
官
の
生
員
）
は
原
則
と
し
て
三

年
忌
一
度
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
生
員
の
各
省
定
員
で

あ
る
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
の
前
半
と
後
半
と
で
は
変

動
が
あ
り
、
ま
た
地
方
に
よ
り
そ
の
増
加
は
一
様
で

は
な
か
っ
た
。
定
員
総
額
は
、
前
半
の
約
二
万
五
千

名
か
ら
後
半
の
約
三
万
名
に
増
え
て
い
る
。
つ
ぎ
に

生
員
に
な
っ
た
平
均
合
肥
…
年
齢
と
、
生
員
の
平
均
死

亡
年
齢
で
あ
る
。
A
晟
…
年
齢
は
、
約
八
○
例
か
ら
み

て
最
低
十
六
歳
、
最
高
三
十
九
歳
、
推
定
平
均
合
格

年
齢
は
二
十
四
歳
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
著
者
の

推
定
で
は
、
挙
人
の
そ
れ
は
三
十
歳
、
進
士
は
三
十

五
歳
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
死
亡
年
齢
は
約
一
三
七

一
例
か
ら
計
算
す
る
と
、
一
七
三
一
一
一
七
八
○
年

間
は
六
三
・
六
歳
、
一
七
八
一
！
一
八
三
〇
今
夏
は

六
「
二
歳
、
一
八
三
…
一
「
八
八
O
年
聞
は
五
七
・

八
歳
と
し
だ
い
に
低
下
し
て
い
る
。
著
者
は
そ
の
最

低
を
と
っ
て
五
十
七
歳
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
十

世
紀
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
実
態
調
査
に
も
と
ず
く
平

　
民
の
平
均
死
亡
年
齢
が
最
高
で
三
十
歳
台
で
あ
る
の

　
に
比
較
し
て
、
塾
員
が
平
民
よ
り
少
く
と
も
二
十
年

　
ち
か
く
長
命
で
あ
る
こ
と
を
承
し
て
い
る
。
平
均
死

　
亡
年
齢
か
ら
平
均
合
格
年
齢
を
引
く
と
、
生
員
と
し

　
て
の
平
均
生
存
年
齢
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
三
十
三

年
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
て
著
者
は
一
平
年
に

お
け
る
生
蕃
総
数
（
T
）
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
推

計
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
臼
“
自
適
伴
C
パ
㊦
樽
凝
醤
蓼
×
陶
麺
藤

　
　
遮
×
翼
馨
愚
暗

　
著
者
は
か
よ
う
し
て
謡
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
各
数
値

を
推
計
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
数
値
か
ら
導
き
出

　
さ
れ
る
結
論
を
要
約
す
る
と
こ
う
な
る
。
太
平
天
国

前
（
十
九
…
世
紀
前
半
）
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
総
数
ば
約

　
一
一
〇
万
、
家
族
を
含
め
る
と
五
五
〇
万
、
中
国
総

入
口
の
一
・
三
％
に
な
る
。
大
平
天
國
後
に
は
、
こ

．
れ
が
一
四
〇
万
、
家
族
を
含
め
て
七
〇
〇
万
を
越
え

総
人
口
の
一
・
九
％
に
増
加
し
て
い
る
。
か
か
る
増

加
を
も
た
ら
し
た
主
要
契
機
は
太
平
天
国
で
あ
っ

て
、
政
府
は
事
事
的
、
財
政
的
必
要
か
ら
定
員
を
増
【

加
し
、
他
方
、
地
方
官
憲
が
定
員
を
無
視
し
て
増
加

さ
せ
た
場
合
も
み
ら
れ
る
。
構
成
鋼
変
化
を
み
る

と
、
上
層
ジ
ェ
ン
ト
リ
3
の
増
加
が
め
だ
ち
、
十
九

世
紀
前
半
、
全
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
申
の
上
層
ジ
ェ
ン
ト
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評轡

リ
】
の
占
め
る
比
率
一
一
％
が
、
後
半
に
は
一
四
％

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
よ
り
も
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
の
増
加
率
が
顕
著
で
、
前
者
の
増
加
率
二
三

％
に
た
い
し
て
、
後
者
の
そ
れ
は
五
〇
％
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
か
か
る
量
的
変
化
は
、
太
平
天
国
前
後
を

境
界
に
し
て
、
そ
の
前
と
後
と
で
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー

の
政
治
上
社
下
上
に
お
け
る
地
位
、
機
能
に
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
変
化
と
は

清
朝
中
央
集
権
の
弱
化
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
支
配
勢

力
の
増
大
、
椙
…
納
綱
度
の
拡
大
に
よ
る
科
挙
制
度
の

崩
壊
の
開
始
、
平
畏
の
負
担
の
増
大
な
ど
で
あ
る
。

　
紹
介
が
簡
に
す
ぎ
る
の
で
、
以
上
の
よ
う
な
数
字

の
操
作
は
或
い
は
危
っ
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
著
者
は
相
当
に
慎
重
綿
密
に
統
計
を
操

作
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
努
力
は
高
く
評
価

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三

　
第
三
部
は
、
十
九
世
紀
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
試
験
生

活
と
題
し
て
、
科
挙
試
験
の
内
容
を
説
賭
し
て
い

る
。
そ
し
て
制
度
と
し
て
の
科
挙
が
、
そ
の
実
施
に

あ
た
っ
て
、
様
々
の
弊
害
を
か
も
し
出
し
、
事
実
上

そ
れ
が
崩
れ
て
行
く
過
程
を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
科
挙
試
験
は
（
騰
民
を
除
け
ば
ノ
、

理
論
上
は
機
会
均
等
を
う
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
実

際
に
は
、
機
会
均
等
の
精
神
が
存
在
し
た
に
す
ぎ

ず
、
受
験
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
不
平
等
が
存
在
し

た
こ
と
、
そ
の
不
平
等
は
、
つ
き
つ
め
れ
ば
受
験
者

の
家
族
（
あ
る
い
は
宗
族
）
の
富
と
勢
力
と
家
系
な

ど
に
も
と
つ
く
こ
と
、
し
か
も
十
九
世
紀
に
な
る

と
、
こ
の
平
等
の
精
神
す
ら
も
消
滅
し
、
科
挙
制
度

の
決
定
的
な
崩
壊
が
趨
り
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
ρ
†

世
紀
初
期
に
か
け
て
、
そ
れ
が
近
代
的
な
教
育
制
度

に
と
っ
て
代
ら
れ
て
行
く
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

　
第
四
部
ほ
、
十
九
世
紀
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
列
伝
の

量
的
分
析
で
あ
る
。
薯
者
は
各
省
通
志
（
通
志
が
不

完
全
な
省
で
は
府
県
志
を
も
つ
て
補
う
）
の
列
伝
か

ら
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
τ
の
五
四
七
三
名
の
ケ
ー
ス
を
抽

出
し
、
こ
れ
を
様
々
の
や
り
方
で
分
析
し
て
い
る
。

ま
ず
機
能
的
分
析
で
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
を
積
極
的

ジ
蕊
ン
ト
リ
ー
と
消
極
的
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
と
に
分
け

積
極
的
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
活
動
分
野
を
八
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
け
、
省
別
、
時
代
別
の
数
字
の
変
化
を

み
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
的
、
時
代
的
な
ジ
ェ
ン
ト

リ
ー
の
機
能
の
変
化
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
つ
ぎ

に
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
動
態
分
析
で
は
、
ジ
ェ
ン
ト

リ
ー
を
。
簿
ρ
花
潜
％
窪
σ
Q
o
暮
屯
（
父
ま
た
は
祖
父
の
代

よ
り
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
者
）
h
と
琴
婁
o
o
彰
巽

（
本
人
が
は
じ
め
て
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
に
成
り
上
っ
た

も
の
）
と
に
分
け
、
十
九
世
紀
こ
と
に
そ
の
後
半
に

お
い
て
後
者
の
比
率
が
増
大
し
た
こ
と
を
証
明
し
、

そ
の
他
、
地
域
別
、
上
下
願
別
の
比
率
お
よ
び
そ
の

変
化
を
の
べ
て
い
る
。
最
後
に
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
経

済
状
況
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
列
伝
に
記
載
が
比
較
的

乏
し
く
、
推
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー

の
冨
の
源
泉
と
し
て
、
地
代
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
の
他

の
個
人
的
活
動
な
ど
を
分
類
．
し
、
た
と
え
ば
地
域
別

に
み
れ
ば
、
湖
衛
…
省
な
ど
は
所
得
源
泉
と
し
て
地
代

の
比
率
が
高
く
、
こ
れ
に
た
い
し
て
安
…
徽
、
広
東
な

ど
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
比
率
が
高
い
こ
と
を
明
か
に
し
て

い
る
。
し
か
し
著
者
も
は
じ
め
に
断
っ
て
い
る
よ
う

に
、
第
四
部
の
研
究
は
、
わ
ず
か
十
頁
の
頭
嚢
で
あ

っ
て
、
ま
だ
試
論
の
域
を
出
て
い
な
い
。

四

　
本
書
は
、
十
九
世
紀
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
を
全
般
的
に

と
り
あ
つ
か
っ
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
、
あ
る
い
は

科
挙
の
制
度
や
上
体
的
内
容
に
関
し
て
も
、
も
ち
ろ

ん
相
当
の
ス
ペ
ー
ス
を
さ
き
、
よ
く
ま
と
め
て
あ
る

が
、
こ
の
点
で
は
、
す
で
に
宮
崎
教
授
著
「
科
挙
」

が
娼
て
お
り
、
後
者
の
方
が
は
る
か
に
詳
し
く
、
ま

た
具
体
納
で
あ
る
。
た
だ
纒
頭
田
は
地
方
志
な
ど
に
も
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と
つ
い
て
隠
隠
な
実
例
を
引
爾
…
し
て
お
り
、
こ
の
点

は
大
い
に
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の

政
治
、
経
済
h
社
会
各
分
野
に
お
け
る
活
動
に
し
て

も
、
そ
の
結
論
は
、
日
本
で
の
研
究
と
大
体
一
致
し

て
お
り
、
出
際
に
冒
新
し
い
も
の
は
な
い
。
本
書
の

本
領
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
統
計
的
研
究
に
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
烈
烈
の
目
約
な
の
で
あ
る
。
こ

う
い
う
数
量
的
研
究
は
、
著
者
も
い
う
よ
う
に
、
社

会
科
学
の
基
礎
的
方
法
の
一
で
あ
り
、
著
者
は
こ
の

方
法
を
、
歴
史
的
研
究
に
あ
て
は
め
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー

研
究
の
第
一
着
手
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
今

後
さ
ら
に
ち
が
っ
た
方
法
、
ち
が
っ
た
角
度
か
ら
対

象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
完
全

な
研
究
に
近
づ
い
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ

れ
、
本
書
は
、
そ
の
論
旨
も
手
が
た
く
慎
重
で
あ

り
、
詳
し
い
附
註
と
共
に
、
一
度
よ
ん
で
お
く
べ
き

書
物
で
あ
る
こ
と
に
、
ま
ち
が
い
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
北
村
敬
直
－

「
梅
原
蒐
集
朝
鮮
考
古
学
資
料
」
の
公
開
に
つ
い
て

へ　
　
京
都
大
掌
文
学
部
考
古
学
教
蜜
の
㎝
梅
原
末
治
数
授
は
、
大
正
七
年
九
月
以
降
昭
和
骨
年
ま
で
、
朝

　
鮮
総
督
府
古
［
蹟
調
査
事
業
に
関
与
し
、
そ
の
闇
、
多
く
の
争
議
を
挙
げ
た
事
は
、
朝
鮮
総
督
府
刊
行

　
の
古
蹟
調
査
報
告
、
同
特
刷
報
告
、
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
の
調
査
報
告
そ
の
他
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通

　
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
古
陵
調
査
の
傍
ら
朝
鮮
総
督
府
縛
物
館
、
李
王
家
羨
術
館
、
平
壌
府
博
物
館

へ　
等
の
公
の
収
蔵
晶
を
は
じ
め
、
民
間
蒐
集
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
梅
原
教
授
が
作
ら
れ
た
記

　
録
は
、
墨
型
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実
測
図
、
拓
本
、
写
真
焼
付
の
類
が
悠
に
一
万
点
を
越
え
、
中

　
に
は
他
の
調
査
員
に
よ
る
癸
掘
で
、
未
刊
の
写
真
や
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
敗
戦
以
来
の
国
際
事
情
は
周
知
の
如
く
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
考
古
学
の
研
究
に
当
る
日
本
入
掌
者
が

　
ナ
マ

　
生
の
資
料
に
接
す
る
機
会
は
当
　
分
来
な
い
と
愚
わ
れ
る
。
而
も
朝
鮮
側
に
お
い
て
さ
え
、
朝
鮮
動
乱

　
の
戦
禍
甚
し
く
、
考
古
学
的
資
料
の
安
否
が
気
遣
わ
れ
る
有
様
で
あ
る
。
か
よ
う
に
考
え
る
と
右
の

　
梅
原
教
授
作
製
の
資
料
が
い
か
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
従
っ
て
同
教
授
が
こ
の
資
料

　
を
一
般
研
究
者
に
公
開
す
る
事
は
学
界
が
挙
げ
て
歓
迎
す
る
所
と
な
ろ
う
。

　
　
梅
原
教
擾
は
昭
和
二
十
八
年
秋
以
来
同
勢
榎
津
を
督
励
し
て
整
理
を
行
い
、
こ
の
程
そ
の
う
ち
の

　
六
千
主
点
に
つ
い
て
カ
ー
ド
三
通
宛
の
作
製
と
未
刊
資
料
の
複
写
を
終
っ
た
の
を
機
会
と
し
て
、
こ

　
れ
を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
同
資
料
は
考
古
学
教
窒
に
備
え
ら
れ
て
あ
り
、
写
真
焼
付
、
実
測
図
、
拓
本
及
び
記
録
の
各
葉
ご
　
、

　
と
に
番
号
が
附
さ
れ
、
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
検
索
す
る
よ
う
に
整
理
さ
れ
允
。

　
　
本
資
料
は
そ
の
性
質
上
ひ
ろ
く
内
外
の
研
究
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
の
で
、
そ

　
れ
に
つ
い
て
次
の
様
な
条
件
を
設
け
た
。
　
　
・

　
e
　
本
資
料
中
の
写
真
、
実
測
図
を
利
用
し
て
発
表
す
る
場
合
は
必
ず
「
梅
原
蒐
集
朝
鮮
考
古
資

　
　
　
料
」
と
明
記
し
、
資
料
番
号
を
附
す
る
事
。

　
⇔
　
そ
の
写
真
に
就
い
て
は
原
板
が
京
都
大
学
交
学
部
考
古
学
研
究
室
に
保
存
し
て
あ
る
の
で
、
そ

　
　
　
れ
か
ら
直
接
の
印
画
を
希
望
す
る
研
究
者
は
写
真
番
号
に
よ
っ
て
笑
費
（
送
料
を
含
む
）
を
添

　
　
　
え
て
同
研
究
室
に
直
接
申
込
む
事
。
　
，

　
⇔
　
本
資
料
を
利
用
し
た
著
作
を
発
表
さ
れ
た
場
合
、
編
著
者
は
必
ず
そ
の
著
作
を
右
考
古
学
研
究

　
　
　
壼
に
寄
贈
さ
れ
た
き
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
光
教
一
）
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